
更新日

位置図 縮尺

計画諸元
項目 地区名 面積(ha) 計画人口（人）・戸数（戸）

災害公営住宅整備事業 263戸

土地区画整理事業 89.9 1700人

土地区画整理事業 88 549人

土地区画整理事業 242.3 0人

防災集団移転促進事業 2.8 37戸

番号 13 市町村名 東松島市 地区名
のびる

野蒜 2013/1/11

野蒜北部丘陵

野蒜東名運河北地区

野蒜東名運河北地区

野蒜東名運河東地区

野蒜北部丘陵

 

 
 

⑧道路事業・街路事業（国） 赤色矢印 

 道路事業・街路事業（県：交付金） 青色矢印 

 道路事業・街路事業（県：災害復旧） 紺色矢印 

 道路事業・街路事業（市町） 黄土色矢印 

⑨河川事業 オレンジ色線 

⑩海岸事業 赤色線 

⑪公園事業 緑色線 

⑫漁港事業 紺色線 

⑬下水道事業（ ） 水色線 

⑭その他事業（文化財など） 紫色線 

復興まちづくり事業カルテ（調整用） 



概略検討・方針決定 詳細設計・用地取得 建設工事 工程調整が必要なもの

事業

番号 通常
災害

復旧

復興

交付金

9月

以前
10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

○建築工事

整備戸数：263戸

○事業計画認可

面積:A=89.9ha

人口=1,700人

○事業計画認可

面積:A=88.0ha

人口=549人

○事業計画認可

面積:A=242.3ha

人口=0人

面積:A=220.2ha

整備戸数：562戸

連番 事業名 事業主体

事業種別

事業概要

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
平成28年度

以降

災害に強いまちづくり

更新日現在での懸案事項 備考
宮城モデルの考え方の反映状況

1 3
野蒜北部丘陵地区

災害公営住宅整備事業
市

●

D-4

3 1
野蒜東名運河北地区

被災市街地復興区画整理事業
市

●

D-17

2 1
野蒜北部丘陵地区

被災市街地復興区画整理事業
市

●

D-17

5 2
野蒜北部丘陵地区

防災集団移転促進事業
市

●

D-23

4 1
野蒜東名運河南地区

被災市街地復興区画整理事業
市

●

D-17

・復興交付金第2回申請で事業採択

7 9 災害復旧事業（河川）

県

（河川

課）

●

東名運河

L=3,030m

　

T.P.+4.3m(水

門)

　T.P.+1.6m

・レベル1津波（数十年から百数十年に一度程度発生する

津波）に対応するべく基本計画堤防高をT.P.+14.7mとし

ている。

・レベル２津波にも対応できるよう「粘り強い構造」を採用

し，法尻や堤体の浸食，吸い出しなどの被害を受けない断

面としている。

・特になし

6 8 復興交付金事業

県

（道路

課）

D-1-1

（主）奥松島

松島公園線

L=３，５00m

・「津波避難のための施設整備指針」に基づき、津波避難路としての機能を付与する。

・道路計画の高さが決定していない。

（州崎海岸）

・用地測量を実施できるよう、矢板工事

を先行して発注する。（東名海岸，長

浜海岸）

・「NPO法人　創る村」から堤防の高さに

ついて反対意見がある。（長石海岸）

9 9 災害復旧事業（河川）

国

（国土交

通省）

●
鳴瀬川

右岸　L=1,220m

左岸　L=1,800m

8 10 災害復旧事業（海岸）

県

（河川

課）

●

州崎地区海岸

L=2,885m

T.P.+7.2m

東名地区海岸

L=1,850m

T.P.+4.3m

長浜地区海岸

L=966m

T.P.+4.3m

長石地区海岸

L=253m

T.P.+4.3m

・レベル1津波（数十年から百数十年に一度程度発生する

津波）に対応するべく基本計画堤防高をT.P.+7.2mとして

いる。（州崎海岸）

・レベル1津波（数十年から百数十年に一度程度発生する

津波）に対応するべく基本計画堤防高をT.P.+4.3mとして

いる。

・レベル２津波にも対応できるよう「粘り強い構造」を採用

し，法尻や堤体の浸食，吸い出しなどの被害を受けない断

面としている。

10 10
海岸防災林復旧事業

（治山・国直）（海岸防災林）

国

（農林水

産省）

● ●
（仮）矢本海岸

海岸防災林復旧

A=165.29ha

3 


